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馬鈴薯の生理、形態皐的研究

第生報芽薯の後生機構に

閥ナる一考察

Physiological and mo1・phological studies on po仇七oplants 

Pa凶 4.A brief noもeon也eもuberizationof the sprouもon

potato tuber (With English resume, p. 73) 
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第 1圃 昭和23年秋期産馬鈴薯塊窒上に於ける芽薯の形成
〈品種“紅丸J 昭和24年7月20日撮彰

現泥にある。

筆者等最近偶々芽薯の好試桝を得たので，長期貯議中に叢生する芽薯及び毛の親薯の炭水化物，並びに其等

組織の生理的拭態を，正常芽及びその親薯の其等主比較し2.3の結果を得たので認に報告する。

備本研究の貫施に蛍り，宮津香春君は終始賓験に協力せられた。文静岡懸の織部，三高爾技師よりは，同豚

に於ける今春の芽薯混生状況に闘し，種々御教示を賜った。此慮に記して深甚の謝意を表する。

震験材料及び貫験方法

(A) 供試材料 ：賓験材斜としては昭和23年度北海道産託丸種を用ひた。

(a）’正常な芽を蘭芽したもの：多期間覗下貯蔵せるものをラ月上旬iこ掘出し， 7月中旬迄賓験室内で木

製箱中に貯蔵し，芽長約ラ～15mm｝こ生育したものo

(b）芽薯を護生したもの：上記に依り攻護後 7月中旬造宣験室内で木製暗福中に貯戴し，芽薯ヵ：小豆大

乃至母指頭大程度に膨大したもの。

くB) 測定法：分析試耕は重量法により，髄部と皮膚部主に分かち，前報 4）に準じ糖及びi穀粉含量

の定量，アミラ F ゼ作用力，穆透債，並びに組織搾汁pH債測定等を施行した。

賞験成績

先づE常に萌芽せる新芽及びその親薯内に含有せられる澱粉，還元糖並びに非還元糖D各含有

＊北海道大事農皐部植物準教室 持＊香川蘇立農業専門塾校
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fまを検するにく第1表参照〉，先づ正常芽に於いては髄部，皮唐部をと通じ可成の量の還元糖並び

に粉々多量の非還元糖が見られ，る許りでなく，夏に澱粉の存在も認められた。而して非還元糖

髄 部 皮 居 部

還｜喜l金 : l~i!I 還｜霊 ｜ 長
澱

金決~］（乙物但葡萄帯てξ t_, 元 糖元 糖 元 糖元 糖
糖 分 糖分 粉

芽 1 3.18/ 34.991苅 11]-80.52] 127.641 4.90j 82.75 

親薯Io.付 2.961 3.831 8.191 35.77 

く合量はすべて生重量lg寄りのmg重を以て示す〉

封還元糖の比率は，髄部に於て約11:1，皮居部に於て約生： 1である。

ヨたに正常芽を有する親薯に就いて検するに，髄部，皮府部共に澱粉含量著しく低く，叉髄部

に於て還元糖，非還元糖含量共に僅少で，その非還元糖封還元糖の含量比率は約3:1である。

他方皮居部は可成の量の還元糖と共K，叉梢々多量の非還元糖を含有し，非還元糖封還元糖の

比率は約B:Iであるo

而して葡萄糖に換算した金炭水化物量は，髄部，皮府部を通じ共に，芽の方が塊輩より著し

く多く，叉法透演も同様に親薯より芽の方が高いが，特に髄部，に於て共の差が顕著であり，叉

水分含量は髄部，皮唐部共に芽の方が大であった。

更にアミラ｛ゼ作用力は髄部，a 皮居部共に芽に於て大きいが親薯の皮唐部に於ても可成の作

用力が認められたー

ヨたに正常芽及びその親薯に就いての諸含量と釣比して3 異常生育した芽薯及びもの親薯のそ

れら諸含量を検して第2表に示す如き結果を符た。

第2表 、芽薯及び親薯内の還元糠・非還元糖並びに澱粉合量

~！J~ 
部

i殴 ｜金物糖
決但と
水葡し

粉 ｜化萄で

257.361 315.461 

12.941 16.90[ 

皮

非
還
元
糖

〈含量はすべて生重量ig蛍りのmg重を以て示す〉

賠

金

糖

分

18.70 

32.551 

部

被 ｜金物糖
｜茨但と
｜水葡し

粉 l化萄て

169 631 203.47 

101.621 附ラ

先づ芽薯に就いて見るに，橡想、された如く，髄部，皮）骨部共に顕著た澱粉の蓄積が見られた。

然るに還元事普及び非還元糖含量は共ι 正常芽のそれらK比し，絶鈎値に於て低いが，併し非
還元糖封還元糖θ比率は大であって，例へば，髄部に於て約16:1, JJ乙岩部に於ては約20:1であ

った。

ヨえに親薯に就い‘て見るに，髄部氏於ては正常芽を有する親馨に比し，澱粉及び還元糖合主ーは

共に多いが，非還元糖は著しく少い。他方皮階部に於ては，特に澱粉が著Lく多いのに反し，

還元艇は極めて少い。 然るに非還元糠含量は粉々多く， 従って非還元糖主主J還元糖の比率は約

325: 1である。
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今葡萄糖に換算した金炭水化物に就き，芽薯と貌薯をこ比較すると，髄部z皮屠部共に芽薯の

方が大であるが＇ ~与に髄部に於て雨者間に議員著な差が認められる。叉主主透債拡髄部，皮居部共

に芽薯に於て大きく，特に皮居部に於てその差が顕著で・あった。

更にアミラーゼ作用力は髄部，皮暦部共に芽薯より親薯の方が大きい。而して組織搾汁のpH

債は髄部，皮府部共に親薯よりも芽高年の方が低い酸度を示した。

結 器
開

以上の寅験結果より考察するに，本報告に於て劉照として用ひた正常芽を有す親薯も，百C報4)5）の寅験結果
より考へると，可成老化したもので，之は勿論牧穫後の経過時期より嘗然預想されるところであるが，叉本文

に示されたぞの貯蔵物質相互間の量的関係からも明かである。先づ第一に奉げられる賠は，髄部，皮膚部を通

じ共に著しく毅粉含量の低い事で，之は蔚芽開始に伴ひアミラーゼ酵素！こ依り糖化せられ，護芽並びに爾後の

－生活維持のエネルギF 源として泊費されると共に，糖の一部は更に新芽部に移動するつ而して本質験の供試試

斜の知く木製箱中広貯識された場合，環境不利の属新芽｛lfl長ほ限定され，ぬって還元慌の消費僅少である篇，

-t.の一部は非還元糖として親薯，特に皮府組織中に蓄積される。他方新芽中に送られた還元糖は萌芽不良の環

境下で，よちの消耗僅少である震一部は非還Jt糖として該部に蓄積きれる．之が外翻上正常芽を有する塊玄の新
芽部，並びに塊室，特iこ与の皮層部に多量の非還記楠含量を見る所以であらう。而して特に注意を要する馳：t,

外観上E常と見倣される新芽組織中に，可成の量の灘粉刀蓄積を見る事である。之恐らく塊茎より新芽に溢蓮

される還元糖の消耗が｛華少である篤，与の一部ヵ：非還元糖に鵠ずるaと共に，一部は更に安定型の澱粉として蓄

積されるもので，此め新芽が今後正常芽として伸長するか，叉は芽薯として異常塊翠を形成するかの分岐黙；ま，

恐らく此の間に於る僅かな僚伴の襲化に依り決せられるものと思推される。

弐に異常塊童形成く芽薯〉の見られる塊茎に就いて検するに，先づ最初に注意すべき賄工，蛍然預想された

如〈，親薯組織内の澱粉含量の低下と，芽薯内への具常澱粉蓄積であって，之の事質は前報3) iご報じた馬鈴

薯ご弐生長塊翠に見られた現象と全く類似したものであって，恐らく護生機構に関しても雨者間に共通艶のあ

らう事は想傑tこ難くない。蓋し上述の場合と同様に，萌芽に際し生成せられた還元糖；主新芽部iこ選入され，該

部で或る傑件叉は或る環境の組合せに依って，澱扮として蓄積せられたものであらう。尚更に考慮を裂する黙

は，此の芽薯並びにその親書内の還元糖，非還元糖並びに全精霊は，組織にまり多少の相異はみられるが，そ

の紹劃値に於て概して，外観上正常芽を有する塊玄のそれ等に比して，親事相互間に於ては芽薯の方が低い

含量がみられる。而して非還元糖警告還元糖含量比窄は，殆んど例外なく，芽薯の方が大である事は，含有糖分

の賂．或は叉§t報4)5）の質験結果より考へて，芽薯は全体として一腹安定した貯賦系を構成する。此の事は更

に全茨水化物量の賠より見る時，芽薯の方が正常芽を有する塊茎より，何れの組織に於ても高い含量を示して

いる事寅，更に叉アミラ F ゼ作用力，組織搾汁pll債調IJ定結果からも詮せられる。然し此の事寅ほ種薯として

の債値衷失を意味するもので，直ちに掘取，再播慣，その他の爾後の庭理を必要とする。

~に芽薯護生の傑件を明にする一手段として，（ 1 ）明，潟、，（2）明，乾，（3）暗，潟，。〉暗，乾の四種理境下

に正常芽を有する親薯を置いた~＇ (4）の場合に於て顕著な芽薯の形成が見られた。

上記の如く，芽薯は或る環境，特に乾燥及び光線不足等の傑件の下に於て，萌芽特iこ老化事より設住する芽

の生長の抑削，並びに親薯よりの過剰の糖類の供給等の僚件の組合せにより，前芽組繊内に被歩の蓄債を見る

結果費生ずるもので，‘その護主機構は馬鈴薯二失生長司〉のそれと類似するものと思推される。叉事寅今春iご於

ける静岡地方の気象候件，並iこ使用種薯の性情は，芽薯聾生の諸篠汗を満すもので，一同地方に大量の芽薯の設

生を見たのは，蓋しJi:むを得なかったであらう。而して斯議な芽薯形成の原因究明は，叉同時に馬鈴薯の塊翠

形成機構の根本問題に閥、連し，更に今後の研究に侯つものである。然しその針策としては，すくなくとも，遇

策のよい冷涼な個庖に貯蔵されていた清新なる福義の使用，並びに有機質肥駒の施興に依る圃也の理化事的性

質の改善等が寧げられる。
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R e s u m e 

Dece皿ber,1949 

It is noもatall凶 .commonもofind七uberizationofも，hesprouts directly on parent po肱加知hers

left over winter in a cellar. These sprouかもuhersnre also observed in Hokkaido reclntly . .But in 

出efate spring of 1949，色hecul七ivationof po句旬esin Shizuoka, Shimane and Aichi prefecture::> 

suffered heavily from the formation of sprout・・tubersin七hepot:ito fields. 

In order to obtain some information on the tul.ierization of the p叫1凶O sprcut, the present 

investigation was undertaken, using the v町iety “Beni-Maru”加 material.Judging fromも，he
resul句 obtained,i七isnot unreasonable to consider也前出emechanism of sprout「旬herformation 

is very simi far to th前 ofthe second-growもhof the pota旬もuber.Namely, the accumulation of 

starch in the sproutもissues,dueも0 七，fofabundant supply of sug町 fromもheparent tuber under 

the condi七ionsof the absence of ligbむnnddampness, was ascertained. Wbaむprincipalycaused 

もheもuberizationofもhesesprouts, Lowever, i色iRdifficult to say and is deserving of further 

s加dy.

, 
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